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Applying the method of linguistic geography, this thesis investigates the historical 
formation of Chinese Huizhou dialect. Twenty-three phonetic and lexical items are 
selected and their linguistic forms are mapped respectively. The analyses of each map 
indicate that word form or phonetic feature shows six types of geographical 
distribution, such as ‘AB’ type and ‘ABA’ type.   
The present author argues that external influence played a significant role in the 
formation of geographical distribution pattern and diachronic change of word forms 
and phonetic features. lexical and phonetic features of three dialect groups, Jianghuai 
(江淮)，Wu (呉) and Gan (贛)，passed into Huizhou region from four directions, 
and their intrusions boosted the Huizhou dialect to change. Suppose that prior to the 
intrusions of external dialects, only form A prevailed in Huizhou region. Then, if the 
Jianghuai form B intruded into Huizhou, ‘AB’ type distribution would emerge. ‘ABA’ 
type could be the result of the intrusion of the same form B coming from two 
directions, i.e. northeast and northewest. If lexical forms in northeast and northwest 
were different (e.g. B and C), and they passed into Huizhou region at the same period 
of time, ABCA type of distribution would be likely to arise.  
Meanwhile, internal factors, such as folk-etymology and syllable deletion, and 
other factors that are not relating to linguistics, such as natural geography, may also 
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点を紹介し（上記 90 地点のほか、既刊資料から 15 地点を補ったとされる）、第４章「徽州方
言の地理的分布」において各分布類型の成因を項目ごとに多角的に検討している。この第 4






分布する語形 A が古く、内側の語形 B が新しいとされる。筆者はそのような一般的解釈を適
用できる場合もあるが、その逆であった場合もあると考える。例えば、徽州方言に語形 B が
あったところへ、長江沿いの江淮方言から B の両側に新語形 A が伝播した場合である。具体
例として、“拾う”を表わす語形の下記の分布がある。 
      拾 ｜ 排 ｜ 拾 
このような例について、筆者は逆の可能性を検討しながら判断を下しており、論証の姿勢は
概ね肯定できる。 
筆者の立論のもう一つの特徴は、徽州における方言分布が、河川、山などの自然地理によっ
て決まることが多いこと、並びに語形や音声特徴の水路沿い伝播を強調する点である。徽州は
浙江省・杭州に通ずる新安江をはじめとして大小多数の河川が域内を流れており、水路沿いの
言語伝播は本論文掲載のいくつかの地図によって確かめることができる。語形や音声特徴が地
理的にどのように伝播していくかという問題の解明は古くて新しい課題である。筆者は、日本
の学会で主流を占める村から村への地伝い伝播や中国で主流を占める移民による飛び火伝播
のほかに、河川交通が伝播の重要な媒体であること、またその場合、外部から伝播した語形は
短時間で一定の地域を覆うことを指摘している。これらは重要な指摘であると言える。 
 本論文については、審査委員会で様々な問題が指摘された。まず、筆者は方言の内的要因に
よる変化をいくつか指摘しているが、全体として外部方言の影響にウェイトをおいているが、
それは徽州方言の成立に関する先行研究をふまえた筆者の仮説に基づく所が多い。内的要因
（民間語源、類推、類音牽引等）による変化の可能性を改めて検討した上でより合理的な結論
を導くことが望まれる。次に、声調や親族名称など体系性が問題となる項目については、体系
の類型化と地図化を試みる必要があること、また音韻項目については比較言語学の一般原則を
ふまえた説明が必要であること等が指摘された。細部に亙っては、例えば先行研究の書誌情報
は、後出の論文集などではなく、初出の論文をあげること、地図上の河川や県名などが読み取
りにくいこと等が指摘された。 
 このようになお改善すべき点は少なくないものの、在籍中の方言調査によって多数の未調査
地点を含む大量のデータを蓄積し、それらを筆者独自の整理方法によって類型化、地図化して
みせたこと、並びに各地図について複数の解釈を検討することで地図解釈の恣意性を低めよう
としたこと、これらの努力は評価されるものである。中国の方言学会では、現在、言語地理学
が普及しつつあるが、方言地図の読み取り方、解釈の方法については実践訓練を積んだ人材が
なお少ない。筆者が帰国後も研究を継続し、斯界で指導的役割を果たすことが期待される。 
 以上のことから、本論文が学位論文としての水準に十分に達していることを委員会全員一致
で認めた。 
 
